青山杉雨の書芸術観 : 『書道研究』<表紙のことば>の考察 by 古木 誠彦













































愛知県葉栗郡草井村大字村久野に生まれる 一九一六年（大正五） 、四歳で上京、向島 住むこととなる。　
一七歳で私立芝中学校卒業し、翌年、書家で義兄弟のような間





































七年（昭和六二）六月創刊である。この創刊号から、翌年、一九八八年八月までの表紙写真の提供と、その〈表紙のことば〉が青山の担当となる。先述の区分からする 『書道研究』表紙の担当をした時期は、当に青山 第二期黄金時代の最中である。 の時期は、日本書道界をリードする立場が前時代 比べより一層強くなる。それに呼応して作品も装飾性が少なくなり、直接的表現が多 時期である。　
書における表現（書作）と理論を繋げる目的で編集された、
『書道研究』に、青山が先頭を切っ 投稿することは、大いに意義のあることであったに違いない。しかも、凝り性 青山が撮影した写真をそのまま表紙に使用することは、何らかのメッセージ性を有すると推察する。そのコメントに注目 〈表紙 ば〉の奥にある真意 、青山書学と書道史観 より明確にす 試みが、この小論の目的である。
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二、 『書道研究』 〈表紙のことば〉に関わる意義　
青山にとって、 『書道研究』に関わる意義は、前述のように、


















「…今にしていえば、先生もわれわれも、いわば「書道復興」に学問的な面から手をつけていくのだと う意気込みの勉強会であった。…（中略）…実のところ、あの時の勉強がわれわれをどれほど激励し、また裨益したかは はかり知れないものがあった。 」
　
この書談会（ 「第二回明末書道に於けるロマンチズム運動」一



































































































































ない。歴史的に古い宋代の橋上から こ 写真は、紹興を知らない『書道研究』読者への配慮が見られる。 『江南遊』においては張岱の運命から、今日の紹興の町 転変を想像し、張岱や魯迅人生から、江南の地を中心とした歴史とそれに絡む中国史について、青山が模索している様子が窺える。時代の中でゆっくり 成熟し きた紹興の風情から輩出された、また寓居した多く 文人へ思いを馳せていると考察でき 。　
これら文人の中でも、特に王羲之、徐渭、趙之謙を列挙できる。








は、焦山からの眺めについて詳細に述べている。青山が、この焦山のある鎮江という街に注目した理由も、やはり文人がキーワードになっている。ここは、杭州から蘇州・無錫・常州・鎮江・揚州へと南北に通 大運河の主要街で、 かも長江とちょうど交わる位置に在るため、東西南北から多くの往来があり、著名人の来往も記録に残っているからである。 『江南遊』には、鄭板橋のことについて言及している。揚州八怪という文人集団の、この周辺での文化的知名度 つい 、青山は模索していたと考えられる。●１９８８年２月（杭州・西泠印社）　
この号では、南宋の都である杭州を述べ、西湖の孤山にある西
泠印社に終始言及する。この文意は、この月 終わりから読売新聞社主催「西泠印社展」があるためで、青山がこ 展覧会の企画構成そして顧問を務め、準備段階から並々ならぬ意気込みであっ










り、この地を訪れながら、元時代やその当時こ を訪れ マルコポーロの とに思いを馳せている。この文章 裏には、青山の元

































れ難い故郷の味」とし 帰郷してまでも食す 名高い松江の鱸魚のことは、単なる美食 いうだけでなく、青山の郷愁を何かしら誘うものがあったと考える。 『江南遊』に「松江クリークの橋」と併載の写真「松江の小路」から、そのことが強く感じられる。　
ここでは松江のことを述べ、董其昌、華亭派について述べてい
る。 『書道研究』では紙面上の関係で多くの説明は無いが、 『江南遊』での松江の説明は的確であり、松江の街並みや歴史・文化をより明確に読者へ想像させる。董其昌を頭領とした華亭派につて述べ、後世 続く人への、影響の重要性 解き、青山自らもその影響下にあり、そ 模索 最中であることが暗示される。●１９８８年６月（残照の中の蕭積墓）　『江南遊』では、 「棲霞山地区の梁墓」という題で、近似の写真が多く掲載されている。　『書道研究』で注目すべきは、六朝時代の蕭積 の保護に対する、青山の示唆であろう。これは単に、時代 古い石刻に対する思いだけではないと考える。これまでの江蘇学術調査団 して四回にわたる南方地区の調査、福建沿海の史跡を探 閩南古跡に関する調査を踏まえて 、広い視野に依る提言で ることは間違
いない。青山自身の、書に対する考えがこれ程までに広範囲に及んで ることは、同時代の 家達にとっても想像し難いものではなかっただろうか。故に、青山は時代のリーダーとなり得たと推察する。　
しかしながら、もうひとつ、この棲霞山地区の六朝の陵墓、す







211 九 州 女 子 大 学 紀 要 第47巻１号









山は、楊守敬 来日だけが日本近代書道 変化に関与しているのではなく 既にこ 閩南地域 の貿易の中で何らか 影響は受けていたと推測していたのではなかろうか。張瑞図や黄檗宗、李卓吾に関する調査が それに当たると考える。また、一九八九年六月の『書道研究』 （晋江の古い街）からも、より深い泉州への理解が窺える。閩南地域や張瑞図に関する調査の片鱗 理解 であろう。　
次に「紹興への水路」は、 『江南遊』に同写真は掲載されてい




ら紹興への水路の写真を選ぶことは、青山の江南への思いと、文人というものを育む自然や文化に対する憧憬が強く感じられる。杭州から掲載がスタートし、江南の地（滬寧杭地区）を巡り、最後は紹興にて、一通り 写真連載は終わる。書道史の観点からすると、やはり六朝時代における王羲之の影響力に青山自身も敬服していると同時に、王羲之 関連する諸問題点を暗 提示している事も推察出来るであろう。しかしながら、六朝時代の複雑な社会状況下でも、洗練された高い文化レベルを維持し、そして発展させた江南の地の人々に対する敬意も感じられる。強いては、人々に支えられたこの高い文化レベルが、青山が終世意識する文人という礎を担うもの あったと考える。四、おわりに　『書道研究』の連載が始まった一九八七年六月から一九八八年八月の間は 前述のように、青山にとっ 大きな出来事があった。　その中でも特筆すべき青山自身における最大の出来事は、一九
八七年九月の前立腺癌治療 ための入院である。九月十九日に退院をするが、体調はあまり良好ではなかっ と思われる。その直後、日展で「澹如」を発表する。しかし、退院後の青山自身の精神状態は、決して ではなかったと推測する。青山自身も、この作に関しては元気のなさ、自分らしさの欠如を指摘しているが自身 生 する一抹の不安も隠せ ためであろう。故
術後の体力的な衰えもあろうが、この「澹如」を制作しながら、不安な心情を自制していた面もあるのではないか。翌年は、 「畫沙」 （読売展）、 「鋳字」 （日展）など、書家青山の代表作が次々と発表される。そういう意味からも、 「澹如」は、青山書芸術第二期黄金時代の最終的な完成を手助けした、大変意味のある作品であると提言したい。この作品の線質と雰囲気は、それまでの青山の質とは明らかに違う 線にある種の重さが加わる。 「停滞」といえるものが、その奥に生じている感がある。そ て 自身 生に否が応で 向き合わなければならない状況から「苦渋」が生まれ、この作品 不可思議な雰囲気が完成したと考え この作品無しに 次 ステップへの昇華は考えられ 。　
体調が悪いながらも、青山はこの二年間のうちに、日本書道界
にとっての大事業を成し遂げる。前述の「蘭亭書会」 「西泠印社展」がそれである。しかしながら、大事業の裏には、それに匹敵する系譜的事業にも主弁や参加、監修を行っている。 「呉昌碩周辺の文人書画展」 （謙慎書道会主催）、 「日中書法交流展・香港 」（国際交流基金・全日本書美術振興会共催）、 「中国当代書法家請来〈中国当代墨宝展〉 （成田山新勝寺開基１０５０年記念）である。これだけの事業を手掛けるには強靭な行動力と、日中問わず、関係者との具体的な企画の遂行が必要であることは理解 きる。では、このような企画を行うきっか になった は何か。やはり、日本書道界の進むべき将来 模索に因るのではないか。
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「…教養主義か表現主義かの相克、新教養主義の可能性、技術至上主義への反省、書道教育についてなどなど、掘り下げられた分析が展開されるこのインタビュー―が催されてから、すでに二十年が過ぎているが 我々はここに採り上げら た諸テーマ つき、充分に対応し得ていない と 気づかされる
）（（
（
。 」 （西嶋慎一氏「解説」 ）
　
この一文が、そのことを的確に論じていると思われる。
　「西泠印社展」が開催される前年の四月、 「蘭亭書会」が行われるが、その書会前日に西泠印社を訪問し、展覧会出展予定の作品を、青山自らが厳選する。この時の様子は、 『青山杉雨文集第四巻』に詳しい。青山の粘り強い交渉のことが記録されている。ここまで青山が尽力した理由は、前述同様、青山自身が考える書世界の定着と啓蒙を、自己の確信の基に行っている結果であろう。　このような活動の結果として、この年、青山は文化功労者 顕





























（４）青山杉雨『江南遊』 、二玄社、一九八三年九月、自序（５）青山杉雨「表紙のことば」 『書道研究』 、美術新聞社、
八七年六月、一一頁




































































































ent of Education and Psychology, Faculty of 
H
um
anities K
yushu W
om
en ,s U
niversity
1-1 Jiyugaoka, Y
ahatanishi-ku, K
itakyushu-shi
807-8586, Japan
N
o English abstract
